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発表会場 研究テーマ 発表者

大研修室
（１階）

①小学校高学年の対人関係の適応感を高める研究
－「他者とよりよく関わる力育成プログラム」の作成と実践を通して－

髙田 秀行

中研修室
（２階）

②自立活動の時間における指導を核とした「知的障害のある児童の感情理
解を促す指導」に関する研究
－対人関係面に課題のある特別支援学級在籍Ａ児への授業実践を通して－

佐々木 明子

CAD・CG研修室
（３階）

③小学校社会科「国や地方公共団体の政治」の単元において，多角的に考
え，選択・判断する力を養う指導法の研究
－二つの共感の側面を生かして様々な立場で感じ考える活動を通して－

三浦 健太朗

発表会場 研究テーマ 発表者

大研修室
（１階）

④援助希求能力と援助能力を育む指導法の在り方
－中学生を対象とした「ＳＯＳ教育プログラム」の作成と実践を通して－

若杉 知明

中研修室
（２階）

⑤小学校中学年における１人１台の情報端末の利活用に対応した情報モラ
ル教育の実効性を高める研究
－児童が自分のこととして取り組めるプログラムの実践を通して－

工藤 敦

CAD・CG研修室
（３階）

⑥中学校理科「電流と電圧」の単元において，学習意欲を高める指導法の
研究
－学習内容を生徒が日常生活や社会に関連させる活動を通して－

花田 耕平

発表会場 研究テーマ 発表者

中研修室
（２階）

⑦中学校における生徒にとって安心感のある学級の形成を目指した指導の
研究
－ＨＳＰ傾向への理解を取り入れた教育プログラムの作成と実践を通して－

下山 翔

CAD・CG研修室
（３階）

⑧小学校５学年における「他者とつながる力」を高めるための研究
－アサーションの考え方を基本とした実践を通して－

山口 星

【２年目研究員研究発表Ⅰ】 １０：３０～１１：００

【２年目研究員研究発表Ⅱ】 １１：１０～１１：４０

【２年目研究員研究発表Ⅲ】 １１：５０～１２：２０

次ページからは研究の概要について紹介します



研究主題

２年目研究員研究の紹介 vol.１

小学校高学年の対人関係の適応感を高める研究

－「他者とよりよく関わる力育成プログラム」の作成と実践を通して－

小学校高学年は、特に「自己肯定感」 が低下しやすい時期と言われています。

自己肯定感が低下すると…

●無気力・投げやりな態度が多くなる 「どうせ」「無理」「どうでもいい」「べつに」…

●自信がもてない、自分が嫌い、夢や目標がもてない…

●人との関わりに苦手意識をもつ（こわい、無関心、攻撃的、面倒くさい…）

●物事や相手の言動を否定的・被害的に受け止めてしまう

こんな子供たち、増えてきたように思いませんか？ だからこそ、

「自分は大丈夫だ！」「自分にはいいところがあるんだ！」「友達と一緒っていいな」 などの、
プラスの、前向きな思いを実感できる子供たちを育てることをテーマに研究を進めてきました。

自己肯定感を高めて

学習や生活、対人関係にマイナスの影響が出るおそれ…

※研究構想図

・自己肯定感の意味や高めることの効果、リフレーミングとは

様々な場面でのマイナスの受け止め方を変えるトレーニング

合意形成の効果・大切さの実感、所属感や他者理解の促進

・前向きなプラスの表現で、短所は長所にもなる！

・名言と出会い、自分の心を支え励まし導く力にしよう！

・チームワークや意思疎通の大切さ、自己有用感・達成感を実感

① リフレーミングの思考・見方を養う

② グループワークの活動を体験させる

目 標 ： 対人的適応感を高める

自己肯定感を高める

所属感・有用感等を実感させる

「友達、 仲間っていいな」

「自分はできる、役に立つんだ」

様々なリフレーミングの学習を通して

前向き・プラスの受け止め等を身に付け

自己肯定感を高める素地を養う。

自らの役割を果たしながら協力する、

話合いによって合意形成する活動等を

通して、様々な実感を得る。

対人的適応感の高まり

他者とよりよく関わる力育成プログラム

教育相談課 研究員 髙田秀行

・偉人の思考や行動から困難・失敗を乗り越える受け止めを学ぶ



研 究 主 題
自立活動の時間における指導を核とした「知的障害のある

児童の感情理解を促す指導」に関する研究
－対人関係面に課題のある特別支援学級在籍A児への授業実践を通して－

２年目研究員研究の紹介 vol.２

特別支援教育課 研究員 佐々木 明子

特別支援学級担任5名に検証授業の前後でソーシャルスキル尺度
（小学生用）を実施したところ、「集団行動」「セルフコントロールスキ
ル」等に評価点の上昇が見られました。

自立活動は個別の目標に沿って指導を行うのが原則ですが、対人関係面に課題のある児童に対して、
十分な指導時間を確保することが難しく、せっかく立てた個別の目標が達成されずに、次年度に繰り越さ
れるという悩みを抱えていました。
そこで、感情やコミュニケーションに関する指導を個別で行い、個別で学習したことを学校生活場面で

生かすことで、感情理解を促す授業を計画・実践することにしました。

研究方法
１.チェックリスト等を活用した対象児童の現状把握
２.自立活動の指導実践及び各教科等の授業実践
３.自立活動の視点を取り入れた学校生活場面での指導実践
４.チェックリスト等を活用した対象児童の変容把握

指導目標
①感情を表す言葉について理解する
②自分の感情を理解し、相手に説明する
③「ふわふわ言葉」や相手を傷つけない
言葉で伝える

「相手の気持ちを察する」「自分の気持ちを説明する」「ふわふわ言葉（相手をほめたり励ましたりす
る言葉）を使う」といった学習を個別で行い、小集団の場面や学校生活場面で、個別で学習したことを
生かすことができていたかを、検証しました。



研究主題
小学校社会科「国や地方公共団体の政治」の単元において、
多角的に考え、選択・判断する力を養う指導法の研究
－二つの共感の側面を生かして様々な立場で感じ考える活動を通して－

２年目研究員研究の紹介 vol.３

「社会科は暗記教科」と子供から敬遠されるのは、社会的事象をそのまま見せて覚えさせようと
しているからではないか。社会的事象を作るのは人。だからこそ人のいる風景として子供に見せる
ことで、「自分が○○さんだったら･･･」などと頭で考える（認知的）共感、「○○さんを助けたい」
などと心で感じる（情動的）共感を学習の中で生かすことができる。そこで、二つの共感の側面を
生かすことで、その子らしい選択・判断が発揮されるのではないかと考え、研究をすることにした。

義務教育課 研究員 三浦 健太朗

「なりきりシート」を生かして、除雪に関わる立場や気
持ちをその人になりきって共感的に理解。振り返りは
「私」を主語に、どう感じたかをまとめていく。

社会的事象として「除雪」を扱う。除雪に関わる
様々な立ち場の方々からのインタビュー資料を読み
取っていく。

検証授業
除雪に関わる金銭的な問題や少子高齢化による人手不足など、それぞれの立場におけ
る問題点に出会っていった。その中で、最終的に最も問題だと考えたことを意見としてまと
め、市役所に改善案とセットで提案することをゴールとした。

多角的に考え、選択・判断する力を養うための単元計画や指導方法

A男の例。業者が最低限のお金しかもらえない上に多くの苦情がくることに「ひどい」と情意を表現。しかし、市役
所にも簡単にお金を渡せない事情があることを知り「市役所では市役所なりに悩んでいる」と共感的な理解へと
変化。相手の立場が分かったことで、多角的に考えて選択・判断する重要性に気付いた場面になったと考えられる。

多角的に考える意見文
除雪に関わる様々な立場にたって共
感的に感じ、考える活動を繰り返した。
除雪に関わる最も大きな問題につい
ての意見文を書いた際、自助・共助・公
助、それぞれの視点から見て、どうして
いくべきなのか、多角的な視点で意見
文を書くことができた。

成果の中間報告
学習指導要領から評価基

準を作成した検証問題の結
果、NRT学力テストのどの
学力層でも思考力・判断力
が向上した。二つの共感の
側面が有効であるとの示唆
である。



研究主題
援助希求能力と援助能力を育む指導法の在り方
～「SOS教育プログラム」の作成と実践を通して～

２年目研究員研究の紹介 vol.４

悩み事を相談できないために体調を崩したり、学校を休みがちになったりする生徒を担
当することがありました。 悩み事を相談できずにいる生徒や相談しない生徒が、相談でき
るようになるために何かできないかと思い、この研究をスタートしました。

教育相談課 研究員 若杉 知明

研究対象について

前半プログラム（相談活動の下地となる部分）

後半プログラム（相談活動の核となる部分）

検証授業の様子

①相談相手を３人（複数人）考える
②相談するときの最初の一言を考える
③ペアで援助希求体験をしてみる

生徒が考えた最初の一言について
「相談したいことがあるんだけど、後で時間ある？」
「ねえねえ、相談したいことがあるんだけどいい？」

★生徒の感想
・みんなと協力すればいろんな問題点に気づいたり、新しい発見ができたりして、もっといい考えを
もつことができると思った。（２時間目）
・相談したいときは抱え込まないで、最初の一言をしっかり伝えるといいなと思いました。（５時間目）
・相談されたときは、アドバイスしたり、感情を受け止めたり、使い分けていきたいです。（６時間目）

ＳＯＳ教育プログラムの構築



研究主題

小学校中学年における１人１台の情報端末の利活用に
対応した情報モラル教育の実効性を高める研究
-児童が自分のこととして取り組めるプログラムの実践を通して-

２年目研究員研究の紹介 vol.５

産業教育課 研究員 工藤 敦

ＧＩＧＡスクール構想の進捗により１人１台端末の整備・活用が進められています。
一方で、情報機器の所有や使用の低年齢化、情報モラルに関わるトラブルの増加を感じ
ていました。そこで、小学校中学年の児童が情報モラルを自分のこととして捉えながら、よ
り効果を高めることのできる情報モラル教育に関する研究を進めることにしました。

振り返りで児童に意識づけ

令和３年度 令和４年度

実施時間について



研究主題
中学校理科「電流と電圧」の単元において，学習意欲を高める指導法の研究

－学習内容を生徒が日常生活や社会に関連させる活動を通して－

２年目研究員研究の紹介 vol.６

義務教育課 研究員 花田 耕平

【理科教育の現状と課題】

・日本は国際平均に比べ,学力は高い一方で,理科への興味・関心が低い。
・理科への興味・関心の質問項目に肯定的に答えた割合を見ると,小学校との差が大きい。

国際調査TIMSS(2019)･･･中学２年生世代対象

〇理科の知識・技能の平均得点 日本・・・３位 ３９カ国・地域中

●生徒質問紙（理科への興味関心についての項目）

平成３０年度全国学力・学習状況調査質問紙調査

令和４年度全国学力・学習状況調査質問紙調査

中学校での理科への学習意欲を高め,もっと理科の楽しさや有用感を！

令和４年度全国学力・学習状況調査質問紙（中学校）

【学習意欲を高めるための手立て】

学
校
の
先
生

生
徒

先生は学習内容と日常生活や社会との関連に
ついて扱っているが,約半数の生徒が考えていない･･･。

学習内容を生徒自ら日常生活や
社会に関連させる手立てが必要！

「３Lシート」を開発！
・「Link Learning to Life」
（学習内容を日常生活や社会
に関連させる）より命名

・生徒自ら関連させられる工
夫がたくさん！
□ 身のまわりのものの例
□考える方向性の例
□単元を通して考える視点
□友達との交流

・毎時間の終末で関連させ
たこと,疑問,気付きなどを
生徒自ら記入する。

【検証授業の様子】

＋

生
徒
が
学
習
内
容
を
日
常
生
活
や
社
会

に
自
ら
関
連
さ
せ
ら
れ
な
い
か
考
え
る

【生徒の記述例】･･･黒字以外に自分の記述の種類で色分け

【単元終了後の振り返り】
何を書けばいいかわからなかったけど,授業を受けたり,みんなで意見
交流したりするうちに新しく知ったことを書きたいと思えるようになった。

黒や青や赤が増えていってちゃんと学習できていたという実感が湧い
て嬉しいです。

令和４年度は,
平成３０年度に
比べて,中学校
ではどの項目で
も改善傾向にあ
るが･･･



研究主題

２年目研究員研究の紹介 vol.７

ＨＳＰ・ＨＳＣ（Ｈｉｇｈｌｙ Ｓｅｎｓｉｔｉｖｅ Ｐｅｒｓｏｎ/Ｃｈｉｌｄ）
・「感覚処理感受性」が高く、いろいろな刺激に対して敏感な人を表す概念。
・およそ５人に１人の割合で存在し、①考えの深さ、②刺激に過敏、③共感性の高さ、④些細なこ
とに気付く、という４つの特徴があるが、障害や病気ではなく生まれ持っての気質であるとされる。
※ただし、思春期にはＨＳＰではない子でも、敏感さや繊細さが増すとされている。
・不登校など不適応を起こしやすい気質であるとも言われているが、安心できる環境の中では、
適応感が向上することも指摘されている。

教育相談課 研究員 下山 翔

中学校における生徒にとって
安心感のある学級の形成を目指した指導の研究

ーHSP傾向への理解を取り入れた教育プログラムの作成と実践を通してー

時 間 内 容 【前半】

１ ロング① HSP傾向・敏感さの理解

２ ショート① ストレスコーピング①：ストレスへの対処

３ ショート② ストレスコーピング②：呼吸法と弛緩法

４ ショート③ 考え方のクセの理解

５ ショート④ リフレーミング

６ ロング② 自分の「強み」の発見と活用

７ ショート⑤ アンガーマネジメント①：怒りの仕組み

８ ショート⑥ アンガーマネジメント②：怒りへの対処

時 間 内 容 【後半】

9 ロング③ 自分の「安心」探し

10 ショート⑦ アサーション①：気持ちの伝え方

11 ロング④
上手な話の聴き方
グループで協力して解決する

12 ショート⑧ 学級や友達の良いところ探し

13 ショート⑨ アサーション②：上手な頼み方

14 ショート⑩ アサーション③：上手な断り方

15 ロング⑤ 友達の良さや感謝の伝え合い

検証授業では、研究協力校の中学校２年生を対象に、学級活動の時間（５０分）を使ったロングプログラムと
帰りの会の時間（10分）を使ったショートプログラムを実施しました。

検証プログラムの作成＆検証授業の実践

現場での経験から

本研究の着目点 ～敏感さの高い子～

本研究のねらい ～ゴールは「安心感のある学級づくり」～

繊細さを理解し だれもが安心できる
学級 づくり プログラム

繊細さや敏感さを
理解するための
プログラム

従来のグループ・アプローチ
・社会的スキルの習得（ＳＳＴ）
・安心感づくりの活動（ＳＧＥ等）

・活動に時間がかかり、集団行動が苦手な子
・集団での生活に疲れや居心地の悪さを感じている子
・怒っている人が怖いと訴えてくる子
・他の子以上に大きな音を苦手とする子



小学校5学年における
「他者とつながる力」を高めるための研究

－アサーションの考え方を基本とした実践を通して－

２年目研究員研究の紹介 vol.８

教育相談課 研究員 山口 星

思春期のはじまり 高学年 ～より高まる他者意識～

〇主要な友達の固定化が始まる時期。中学年までの友達関係にも変化が…

〇集団の中で人間関係をうまく築けず、中学校生活への不安を抱きながら生活
している児童も少なくない…

〇他者と自分を比較して自分に自信がもてなくなることも…

小学校高学年でのコミュニケーションの在り方は
その後の学校生活や対人関係への影響も大きい

高学年児童に身に付けさせたい力 ～他者とつながる力～

他者と
つながる力

他者とのつながりを
築く大切さの理解

具体的な
コミュニケーション

①アサーションの考え方の理解・スキル習得

②学校行事との関連（アサーションの活用）

本研究の取組 ～他者とつながる力を高めるための手立て～

高学年としてより良い人間関係を築いていくコミュニケーション教育

学んだアサーションが発揮される場を意図的に設定

アサーションとは！？

アサーションとは、簡単に言うと「自他尊重のコミュニケーションの方法」のこと
です。【自分も相手も大切にする】というアサーションの精神は、多様性の尊重が
叫ばれる現代社会において非常に重要で、各分野で注目・活用されています。
本研究では、アサーションを「他者とつながる力」を高める手立てとし、
【多忙な教育現場でアサーションをどう指導していくか】【その指導の効果をどう
持続・定着させていくか】という視点のもと実践計画を立て、その教育プログラムを
小学校５学年を対象に実践しました。

研究主題

※研究内容の詳細は、それぞれ「あおもり教育研究発表会２０２２」でお伝えします。ぜひ御参加ください！


